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昨年の様子（写真：富永亜紀子） 

 

 

 

【アクセシビリティ】 

・ステージおよび会場内に手話通訳者を手配します。 

・ステージでは音声を文字化するアプリ「UD トーク」を活用したリアルタイム字幕を提供します。 

 

主催：九州大学大学院芸術工学府「スタジオプロジェクト IV-B（ホールマネジメントエンジニアリング 

プロジェクト 4） 」（指導教員：尾本章、長津結一郎、Sasa-Marie） 

共催：社会福祉法人福岡県聴覚障害者協会青年部 

九州大学大学院芸術工学研究院附属社会包摂デザイン・イニシアティブ 

後援：福岡市、社会福祉法人福岡県聴覚障害者協会 

協力：福岡ろう劇団博多 

助成：一般財団法人曽田豊二記念財団、科学研究費補助金 JP24K03222、JP23K17491 

 
【取材に関するお問い合わせ】  

                                        ホールマネジメントエンジニアリングプロジェクト 

     Mail:hmepgm@gmail.com  

Tel:092-553-4559（火・水・木 10：00～17：00）

九州大学×福岡県聴覚障害者協会青年部 コンサート＆公開講座 

「音ガクってなんだろう？～みんなおんがくがわからんけん～」 を開催します 

九州大学大学院芸術工学府では、さまざまなコースの学生が課題解決にむけて集まる科目  

「スタジオプロジェクト」を開講しています。 

2025 年度開講のスタジオプロジェクト科目の一つ「ホールマネジメントエンジニアリングプロ

ジェクト」の後期では、音響工学や音楽、メディアデザイン等を専門とする大学院生が中心と  

なり、さまざまなきこえかたの人たちが音楽の感覚をどのように共有することができるかを  

テーマとしました。河合拓始（作曲家、ピアニスト）、鈴木玲雄(福岡ろう劇団博多)、Sasa-Marie 

(サイン・ポエット)をゲスト講師に迎え、福岡県聴覚障害者協会青年部のメンバー、福岡ろう  

劇団博多のメンバーも交えながら、小さな作品を創作しています。 

今回、この授業の集大成として、コンサート＆公開講座を開催します。学生の発案で考えた  

タイトルは「音ガクってなんだろう？～みんなおんがくがわからんけん～」です。授業のプロセ

スで制作されたパフォーマンスを披露するとともに、そのプロセスで何を考え、聴覚障害と音楽

の関係を考えるうえで必要なことは何か、ディスカッションを行います。音をめぐる新しい表現

のあり方を、ともに考えてみませんか。 

【開催概要】 

日 時：2026 年 1月 22 日(木)  

18：30 開場 19：00開演 20：30 終演予定 

会 場：九州大学大橋キャンパス多次元デザイン実験棟 

（福岡県福岡市南区塩原 4-9-1） 

出 演：河合拓始（作曲家、ピアニスト） 

鈴木玲雄（福岡ろう劇団博多） 

Sasa-Marie（サイン・ポエット） 

「スタジオプロジェクト IV-B（ホールマネジメント

エンジニアリングプロジェクト 4）」受講生 ほか 

参加費：無料／定員 80名程度 
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